
5.51992年(平成４年)
広報まつどNo.7

80

市役所の代表電話は　66-1111
●発行／松戸市●編集／広聴部広報課〒271松戸市根本387ｰ5

●発行日 ／毎月５日・20日

燃やせないごみを有効活用
ご
み
の
資
源
化
に
向
け
て
新
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
ま
す
。

市
は
、
民
間
活
力
を
導
入
し
、
燃
や
せ
な

い
ご
み
か
ら
燃
料
化
原
料
と
な
る
資
源
化
物

を
選
別
し
て
、
固
型
燃
料
を
製
造
す
る
新
シ

ス
テ
ム
を
開
発
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
ご
み
の
資
源
化
が
一
層
進

む
う
え
、
埋
め
立
て
処
分
す
る
ご
み
も
減
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

平
成
２
年
度
中
に
、
市
で
処

理
し
た
ご
み
は
、
十
四
万
四
千

七
百
十
ニ
㌧
（
表
１
）
で
、
こ
の

う
ち
燃
や
せ
な
い
ご
み
は
、
ご

み
全
体
の
一
〇
％
以
上
（
表
２
）

を
占
め
て
い
ま
す
。

現
在
燃
や
せ
な
い
ご
み
は
、
圧
縮

こ
ん
包
し
て

市
外
の
民
間

最
終
処
分
場
に
運
び
、
埋
め
立

て
て

い
ま
す
。
し
か
し

、
一
部

で
搬
入
停
止
を
要
請
さ
れ
た
り
、

埋
め
立
て
し
や
す
い
よ
う
破
砕

を
求
め
ら
れ
る
な
ど
、
燃
や
せ

な
い

ご
み
の
処
理
は
、
ま
す
ま

す
困
難
な
状
況
に

な
っ
て
い
ま

す
。

燃

や

せ

な

い

ご
み

を

資

源

化

す

る
新

シ

ス

テ

ム

こ
の
シ
ス
テ

ム
は
、

①
日
暮
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
、

破
砕
機
・
選
別
機
を
設
置
し
、

燃
や
せ
な
い
ご
み
か
ら
燃
料

化
原
料
と
な
る
資
源
化
物
を

選
別
す
る
。

②
「
燃
料
化
原
料
」
は
、
松
戸

市
の
民
間
企
業
が
、
福
島
県

大
熊
町
に
建
設
を
進
め
て
い

る
工
場
で
固
型
燃
料
に
加
工

し
使
用
す
る
。

と
い

う
も
の
で

す
。

日
暮
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に

設
置
す
る
破
砕
機
の
処
理
能
力

は
、
一
日
（
五
時
間
稼
動
）
で
五

十
㌧
。
選
別
機
は
一
日
二
十
五
㌧

処
理
で
き
る
も
の
を
二
台
導

入
し
ま
す
。
ど
ち
ら
も
現
在
工

事
中
で

、
６

月
に
使
用
開
始
の

予
定
で
す
。

燃
料
化
施
設
は
、
今
年
1
2月

に
完
成
し
、
来
年
１

月
か
ら
稼

動
す
る
予
定
で

す
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の
燃
や
せ
な

い
ご
み
年
間
約
六
千
㌧
の
資
源

化

が
は
か
ら
れ
る
見
込
み
で
す
。

固

型

燃

料

は

高

カ

ロ

リ

ー

燃
や
せ
な
い
ご
み
の
な
か
か

ら
取
り
出
し
た
原
料
で
作
ら
れ

る
固
型
燃
料
は
、
約
六
千
㌧
の

熱
量

が
あ
り
、
石

炭
並
み
。
民

間
の

ク
リ
ー
ニ
ン

グ
エ

場
で

使

わ
れ
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

。

こ
の
工
場
は
、
社
会
福
祉
関

連
の

施
設
で

す
。

燃やせないごみから 作ら れた固型燃料

不燃ごみ(燃やせないごみ)燃料化システム

松
戸
市
だ
か
ら
で
き
た
新
シ
ス
テ

ム

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の
ご
み

を
燃
料
化
す
る
技
術
は
こ
れ
ま

で
に

も
あ
り
ま
し
た
が
、
家
庭

ご
み
の
場
合
は
不
純
物
が
混
じ

る
の
で
、
実
用
化

さ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

し
か
し
、
松
戸
市
の
場
合
、

分
別
収
集
が
徹
底
し
て

い
る
こ

と
か
ら
、
資
源
化
物
を
取
り
出

す
こ

と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り

ま
し

た
。

家
庭
か
ら
出
た
燃
や
せ

な
い

ご
み

を
資
源
化
し
、
有
効
利
用

す
る
新

シ
ス
テ
ム
は
、
他
に
例

燃 やせ ないご みの量の 推 移（表２）

の
な
い

、
本
市
独
自
の
も
の
で

す
。こ

れ
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

日

ご
ろ
か
ら

ご
み

の
分
別
収
集

に

ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
か

ら
こ
そ
で
き
た
こ
と
で
す
。

今
後
も
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

清
掃
部
施
設
課
庶
務
係

年 度 燃やせないごみの量 全ごみ量に占める割合

昭和61 1.49万ト ン 12.4%

62 1.57 12.396

63 1.59 11.8％

平成元 1.66 11.7％

２ 1.68 11.6％

わたしの夢

原田健史くん(稔台小学校４年）

原田く んがつくりたい動物園

ぼくのゆめは、'市長になりたいです。そして

公園を広げたり森林をふやして緑いっぱいの

市を作りたいです。また、子どもたちがよろ

こぷ動物園や、水ぞく館をふやして、え顔の

多い市を作りたいというゆめを持っています。
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新

縁

の

季

節

で

す

趣
味
・
ス
ポ
ー
ツ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

楽
し
さ
い
っ
ぱ
い

青

少

年

教

室

対

象

…

市
内

在

住

・

在
学

の

青
少

年
で

初

心
者

５
月
2
0
日
必
着
で
、
往
復
ハ

ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
・
学
校
名
・
学
年
・
希
望

教
室
名
を
明
記
し
て
（
一
人
一

教
室
）
、
〒
2
7
0
松
戸
市
新
松
戸
南

ニ
-
ニ
青
少
年
会
館
(
0
4
4
-

8
5
5
6

番
）

へ

※

申
し

込

み

多

数
の

場
合

は

抽

選
に

な
り

ま

す

。
結

果

は

各

自
に

お
知

ら
せ

し

ま

す

。

青少年教室 第１期（青少年会館本館）

春の青年講座
科 目 日 時 会場 講 師 定員 費用

やさしい

トラベル

英会話

5/28 ～

7/30 の

毎週木曜日

午後７時～9時

市民

劇
場

チェリツシユ英語学院

中沢 典子氏

先着

20人

教材費

1,000円

My  choice

クッキング

5/22 ～7/24 の

毎週金曜日

午後６時30分

～８時30分

つ
ぐ
み
学
園

つぐ み学園園長

木村 民恵氏

(身近な材料を使って毎回3品のうち自分
で1品を選んで作りま
す。)

男女

先着各

10人

教材費

9,O0
0

対象16歳～30歳の人

電話で、社会教育課青少年婦人係 66-7462番へ

生
涯

学

習

大
学

時
間
午
前
1
0時
～
正

午
　
会

場
市
民
劇
場
　
対
象
六
十
歳
以

上
の
市
民
　
定
員
二
百
五

十
人

定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

に
な
り
ま
す
。

５

月
1
3日

〔
消
印

有
効
〕

ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記

入
し
て
、
〒
2
7
1
松
戸
市
根
本
三

五
六
松
戸
市
教
育
委
員
会
社
会

教
育
課
生
涯
学
習
大
学
係
（

6
6
-
7
4
6
2
番
）
へ

期 日 内 容 講 師

5/21

各

木

曜

日

開講式

6/

4

改め
て考える

～学習の意義～
立教大学教授

岡本 包治氏

18 高齢者の
暮らし方 麗沢大学特任教授大塚 真三氏

7/

2
高齢者と

食生活

白梅短期大学講師

国井 雅代氏16

9/3
高齢者と
心の健康

東京都老人総合研究所

佐藤 真一氏17

10/1
現代の

医療制度

千葉県保険医協会副会長

宇佐見 宏氏15

11/5 アジアの老人像

～比較･日本
ラオス～

麗沢大学助教授

竹原 茂氏19

12/3
高齢者の

健康と福祉

松戸市福祉医康ｾﾝﾀｰ

開設準備室長

大島 仁士氏17

上手にかけたかな(昨年の日本画教室)

ねたきり老人等の短期入所

利用方法が変わりました

４

月
か
ら
、
ね
た
き
り
老
人

等
の
短
期
入
所
の
利
用
方
法
が

変
わ
り
ま
し
た
。

事
業
名
称
の
変
更
…
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ

ー
ミ

ド
ル
ス
テ
イ
事

業
に
な
り
ま
し
た

。

登
録
・

利
用
し
た
い
人
は
、

あ
ら
か
じ
め
市
へ
登
録
し
て

く

だ
さ
い
。
そ
の

際
、
医
師
の

診

断
書
と
印
鑑
が
必
要
で
す
。

利
用
で
き
る
場
合
・

市
内
在

住
の
お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上

の
ね
た
き
り
・
痴
ほ
う
性
老
人

等
で
、
介
護
者
が
介
護
に
疲
れ

た
り
、
病
気
・
旅
行
・
冠
婚
葬

祭
な
ど
で

、
一
時
的
に
お

年
寄

り
の
介
護
を
で
き
な
い
場
合

私
立
幼
稚
園
児
に
補
助
金
を
支
給
し
ま
す

幼

稚

園

就

園

奨

励

費

補

助

金

対
象
・
平
成
４
年
６
月
１
日

現

在

、

市
内

に

住

所

登

録
を
し

て

い
て

、
公

認
の

私

立
幼

稚

園

に

三

・
四

・
五

歳

児
を

通

わ
せ

て
い

る

保
護

者

補

助
金

額

…

別

表
参

照

世

帯
の

中
で

二

人

以

上
の

所

得

が
あ

る

場

合
は

、
合

算

さ

れ
ま

す

。

市
民

税

未

申

告
の

人

は

、

至

急

、
市

民

税

課
へ

申

告
し
て

く
だ

さ

い

。

申
請

手

続

き
・

幼

稚

園

が
指

元気に遊ぶ園児(北部幼稚園で)

定
し
た
日
ま
で
に
、「
保
育
料
減

免
措
置
に
関
す
る
調
査
」（
６

月

に

幼
稚
園
で
配

布
）
を
幼
稚
園

に

提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

幼

稚

園

児

補

助

金

対
象
・

平
成
４
年
５
月
１
日

現
在
、
市
内
に
住
所
登
録
を
し

て
い
て
、
公
認
の
私
立
幼
稚
園

に
三
・
四

・
五
歳
児
を
通
わ
せ

て
い
る
保
護
者

補
助
金
額
・
年
額
で
五
歳
児
＝

一
万
三
千
円
、
四
歳
児
＝
二

利
用
期
間
…
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
＝
七
日
以
内
、
ミ
ド
ル
ス
テ

イ
＝
ニ
カ
月
以
内

理

由
に
よ
り
延
長
が
で

き
ま

す
。

利
用
施
設
・

市
内
の
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
五
施
設

利
用
方
法
・

登
録
後
は

、
各

特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
へ

直
接

利
用
の
申
し
込
み
が
で

き
ま
す

（
電
話
で
の

予
約
も
可

）
。

費
用
：
二

日
二
千
円

生
活
保
護
世
帯
お
よ

び
生
計

中

心
者
の
前
年
の
所
得
税
が

非
課
税
の
場
合
、
利
用
料
が

無
料
に
な
り
ま
す
。

な

が
い
き
課
福
祉
係

万

二
千

円

、

三

歳
児
＝

一
万

円

申
請

手

続

き

…

各
幼

稚

園

が

行
い

ま

す

。

※

市
外

の

幼

稚
園

に

通

わ
せ

て

い

る

場

合
は

、
そ

の

幼

稚
園

ま

た

は

市

教
育

委

員

会

庶
務

課

庶

務

係
へ

お

問

い

合

わ
せ

く

だ

さ
い

。

支

給

時

期

幼

稚

園
就

園

奨

励

費
補

助

金

…
１
２
月
中
旬

幼

稚
園

児

補

助

金
・

７

月

中

旬
各
幼
稚
園
ま
た
は
教
育
委
員

会
庶
務
課
庶
務
係
　
6
6
-
7
4
5

5
番

就 園奨励 費 補助 金の 基準 と 金額

区分 基準(平成4年度市町村民税年額)補助金額(年額)

Ａ
生活保護世帯

・市町村民税が非課税世帯

112,500円

を限度

Ｂ

市町村民税所得割額が

非課税世帯

(均等割のみ課税世帯)

87,800円

を限度

Ｃ

市町村民税所得割額が

３歳児５歳児　90,800 円

以下の世帯

50,700円

を限度

私
道
の
舗
装
（
新
設
・
補
修
）・

側
溝
敷
設
を
援
助
し
ま
す

対
象
と
な
る
私
道
・
①
幅
員

が
原
則
と
し
て
四
㍍
以
上
②
両

端
ま
た
は
一
端
が
公
道
に
接
し

て
い
る
こ
と

③
築
造
後
五
年
以

上
経
過
し
て
い
る
こ
と

④
五
世

帯
以
上
の
住
居
が
隣
接
し
て
い

る
こ

と
⑤
工
事
に

支
障
と
な
る

物
件
が
な
い
こ

と
⑥
側
溝
敷
設

に
つ
い
て
は
、
公

道
な
ど
の

排

水
施
設
に
接
続
可

能
な
こ

と

以
上
の
条
件
を
す
べ
て

満
た

し
て
い
る
こ

と

工
事
の
申
請
者
…
私
道
敷
設

の
所
有
者
な
ど
の
総
意
に

基
づ

き
一
切
の
権
限
を
委
任
さ
れ
た

者
、
ま
た
は
私
道
敷
地
な
ど
の

管
理
に
つ
い
て

組
合
な
ど
が
設

立
さ
れ
て
い
る
場
合
は
そ
の
長

受

付
期

間

…
５

月
６

日

～
3
0日

工
事
内
容
…
舗
装
工

事
は
、

ア
ス
フ

ァ
ル
ト
舗
装
ま
た
は
コ

ン
ク
リ

ー
ト
舗
装
。
側
溝
工
事

は
、
Ｕ
字
溝
（
ふ
た
付
き
を
含

む
）
ま
た
は
Ｌ
字
溝

地
元

負
担
見
込
額
・

左
表
の

と
お
り
で
す
が
、
現
場
の
状
況

に
よ
っ
て
見
込
額
が
変
わ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

両端が公道に

接する道路

一端が公道に

接する道路

アスファルト 舗装新設工事 2,210円/m2 3,100円/m2

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装補修工事(ｵｰﾊﾞｰﾚｨ) 860円/m2 1,200円/m2

コンクリート 舗装新設工事 3,840円/m2 5,380円/m2

Ｕ字溝敷設工事(ふたなし) 4,220円/m 5,910円/m

Ｕ字溝敷設工事(ふた付き) 8,290円/m 11,600円/m

Ｌ 字溝敷設工事 3,570円/m 5,010円/m

土
木
部
管
理
課
業
務
係

手数料･保険料･各種税

納
期
を
守
り
ま
し
ょ
う

国
民
年
金
保
険
料
・

５
月
分

軽
自
動
車
税
（
全
期
納
期
限
）

…
６
月
１
日
ま
で

※
平
成
３
年
度
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
あ
る
方
は
至

急
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

安全確実な口座振替のご利用を

国
の
行
政
機
関
は
５

月
か
ら

毎
週
土
曜
日
が
休
み
に
な
り
ま
し
た

公
認
の
私
立
幼
稚
園
に
、
三

・
四
・
五
歳
児
を
通
園
さ
せ
て

い
る
保
護
者
に
、
補
助
金
を
支

給
し
ま
す
。

春の青少年教室(青少年会館樋野口分館)

教 室 名 定員） 日 時 費 用 講 師

卓球教室(小 ３以上30人)
5/30 ～

7/18 の

毎週

土曜日

午後

2時30分

～4時30分

1,500円 松戸市卓球協会
五十嵐一郎氏

将棋教室(小 ３以上20人) 1,000円 松戸市役所将棋部
清宮 豊氏

七宝焼教室(小3 以上20人) 2,500円
七宝工芸家

藤本三千子氏

英語で遊ぼう(小3 以上20人) 1,000円 東男国際親善グラフ
中沢 典子氏

とう手芸教室(小3 以上20人) 2,000円 とう手芸家
若林 敏恵氏

空手道教室(小3 以上30人)

5/31 ～

7/19 の

毎週

日曜日

午前

9時30分
～11時
30分

1,000円 統道会空手道連合会
川上 弘文氏

作法教室(小３以上20人) 800円
松戸市婦人グループ連絡会　

島村 芳子氏

さいほう教室(小3 以上20人) 1,000円 松戸市婦人グループ連絡会
稲本 達子氏

フルーﾄ 教室(小4 以上20人)
※楽器が必要です。

2,000円 武蔵野音楽大学講師
高久 進氏

クッキー教室(小3 以上20人) 2,500円 お粟子のアトリエ
植本愉利子氏

教 室 名 （定員） 日 時 費 用 講 師

子ども映画会
6/6～
7/25 の
毎週土曜日

午後2時30分～４時30分

無料 青少年会館職員

袋もの教室(小3以上20人) 2,800円
松戸市婦人グループ連合会　

戸 丸 栄子氏



１９９２年(平成４年)５月５日(3)広報まつ

ど

５月31 日(日)

春の市民ぐるみでクリーンデー

５

月
3
1日

に
、
関
東
地
方

一
都
九
県
が
足
並
み
を
そ
ろ
え

、

「
環
境
美
化
運
動
」
を
行
い
ま

す
。同

時
に
、
江
戸
川
沿
い

の
十

四
市
町

村
が
同
一
歩
調
を
と
り

、

「
江

戸
川
ク
リ

ー
ン
作
戦
」
を

昨年は雨模様にもかかわら ず､たくさ んの人が参加(江戸川クリ ーン作戦)

行
い
ま
す
の
で

、
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
願
い
し

ま
す
。

関
東
地
方
「
環
境
美
化
運
動
」

ゴ
ミ
ゼ
ロ
の
日

日
時
・

５
月
3
1日

の

午
前

中
一
時
間
程
度

清
掃
範
囲
…
町
会
内
の
公
園

な
ど
、
公
共
ス
ペ

ー
ス
や
家
の

周
辺清

掃
第
一
課
業
務
係

江

戸
川
ク

リ

ー
ン

作
戦

日

時
・

５
月
3
1日

午
前
９

時
～
1
0時

清
掃
範
囲
・

江
戸
川
河
川

敷

雨
天
の
場
合
は

、
と
も
に
６

月
７
日

に
延
期
し
ま

す
。

清
掃
部
管
理
課
庶
務
係

ご
み
の

分
け

方

・
出

し
方

の

チ

ラ

シ
を
配

布

平
成
４

年
度
版
「
ご
み
の
分

け
方
・
出
し

方
」
の
チ
ラ
シ
を
、

町
会
・
自
治
会
を
通
じ
て
各
家

庭
に
配
り
ま
す
。

ご
み
を
出
す
時
は

、
こ
の
チ

ラ

シ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
種
類

別
に

分
け

て
出

し
て

く
だ

さ

い

。
市
民
課
・
各
支
所
に
も
用

意
し
て
あ
り
ま
す
。

清
掃
第
一
課
業
務
係

東
葛
飾
地
域
事
業
に
参
加
を

郷
土
へ
の
理
解
と
認
識
を
深

め
て
い
た
だ
く
た
め
、
県
民
の

日

・
東
葛
飾
地
域
行
事
と
し
て

次
の
行
事
を
行
い
ま
す
。

フ

ァ

ミ

リ

ー

シ

ア

タ

ー

６
月
2
1日

正
午
～
午
後
３

時
1
0分
　

会
場
船
橋
市
民
文
化

ホ

ー
ル
（
Ｊ
Ｒ

船
橋
駅
か
ら

徒

歩
十
分

）
　
出
演
こ
ぐ
ま
座
（
ぬ

い
ぐ
る
み

人
形
劇
）
　

費
用
無

料
抽
選
で
千
百
人
を
招
待
。
車

で
の

来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

５
月
2
6
日
〔
消
印
有
効
〕

ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
申
込

者
全
員
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
・
シ
ア
タ
ー
希
望
と

明
記
し
、
〒
2
7
1
松
戸
市
小
根
本

七
　
千
葉
県
東
葛
飾
支
庁
総
務
課

シ
ア
タ
ー
係
（
6
1
-
2
1
7

5
番
）
へ

一緒に行こうよ ／

期
日
６
月
1
4
日
　
集
合
　
次

の
四
コ
ー
ス
に
分
か
れ
ま
す
。

①
関
宿
町
公
民
館
前
に
午
前
７

時
3
0分
集
合
（
野
田
市
文
化
セ

ン

タ
ー
前
に
午
前
８
時
に

立
ち

寄
り
ま
す
）
②
柏
市
役
所
前
に

午
前
８

時
５
分
集
合
③
鎌
ヶ
谷

市
役
所
前
に
午
前
８

時
1
5分
集

合

④
浦

安
市

役
所

前
に

午
前

８

時
3
0
分

集
合

（
市
川

市

役
所

前

に

午

前
９

時

に

立

ち

寄

り

ま

す

）

見

学
地

幕

張
メ

ッ

セ

と

サ

ッ

ポ

ロ

ビ

ー
ル

千

葉
工

場
　

費

用

無

料

（
昼

食

は

各
自

用

意

）

※

各

集
合

場

所
で

午

後

６

時

ご

ろ

解
散

の

予

定
。

抽

選
で

各

コ

ー
ス

五

十
人

を

招

待

し

ま

す

。

５
月
2
6
日
[
消
印
有
効
]

ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
申
込

者
全
員
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
・
コ
ー
ス
番
号
（
乗
車

希
望
地
）
を
明
記
し
、
〒
2
7
1
松
戸

市
小
根
本
七
　
千
葉
県
東
葛
飾
支

庁
総

務

課
バ

ス

ツ

ア

ー

係

（
6
1
-
2
1
7
5
番
）
へ

県
民
の
日
記
念

地
域
情
報
化

講
演
会

６

月
1
3日

午
後
２
時
～
３

時
3
0分
　

会
場
幕
張
メ
ッ
セ
国

際
会
議
場
３
０
１

会
議
室
　
内

容
「
情
報
化
は

く
ら
し
を
こ

う

変
え
る
」
　

講
師
現
代
情
報
研

究
所
長
・
篠
原
滋
子
氏
　

費
用

無
料

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
を
明
記
し
、
〒
2
6
0
-
9
1

千
葉
中
央
郵
便
局
私
書
箱
4
0号

千
葉
県
企
画
部
企
画
課
（
　
0
4
3

-
2
2
3
-
2
2
0
6
番
）
へ

乳
歯
の
む
し
歯
と
永
久
歯

最
近
は

二
十
年
ぐ
ら
い

前

に
比
べ
て

、
乳
歯
の
む
し

歯

か
か
な
り

減
っ
て
き
て
い
る

よ
う
で
す
。

し
か
し
、「
乳
歯
は
ど
う
せ

生
え

変
わ
る
も
の
だ
か
ら
」

と
い

う
こ

と
で
、
乳
歯
の
む

し

歯
が
放
置
さ
れ
る
ケ

ー
ス

も
依
然
と
し
て

あ
る
よ
う
で

す
。た

し
か
に
乳
歯
が
抜
け
た

後
に
は
、
美
し
い

永
久
歯
が

生
え
て
き
ま
す
。

し
か
し

、
乳
歯

が
重
症
の

む
し
歯
に

侵
さ
れ
た
ま
ま
放

置

さ

れ
た

よ

う
な

場

合
に

は
、
後
か
ら

生
え
て

く
る
永

久
歯
が
悪
い
影
響
を
う
け
て

、

十
分
に
形
成
さ
れ
な
い
こ
と

が
あ
る
の
で

す
。

例
え
ば
、
乳
歯
の
む
し
歯

が
進
行
し
て
神
経
に

感
染
を

乳 幼 児 の 歯 の み が き 方

●乳児の場合

子どもをひざ にねかせ、く ちび

る をつま みあげ 、歯のすみずみ

までみがいてあげ ましよう 。

起
こ
し
た
ま
ま
放
置
す
る
と
、

そ
の

奥
で
成
長
し
て
い
る
永

久
歯
の
エ
ナ
メ
ル

質
が
変
色

し
た
り

、
も
ろ
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
り
、
さ
ら
に
は
十
分

に

育
た
ず
に
、
ひ

ど
い
凸
凹

が
で
き
て

し
ま
う
こ

と
す
ら

あ
る
の
で

す
。

ま
た
、
乳
歯
が
永
久
歯
に

生
え
変
わ
る
時
期
よ
り
も
早

く
乳
歯
を
失
っ
た
場
合
に
は
、

永
久
歯
の

歯
並
び
が
悪
く
な

っ
て
し
ま

う
原
因
の
ひ

と
つ

に
な
り
ま
す
。

で

す
か
ら

、
不
幸
に
し
て

乳
歯
に
む
し
歯
が
で

き
て
し

ま
っ
た
ら
、
決
し
て
「
乳
歯
は

ど
う
せ
生
え
変
わ
る
も
の
だ

か
ら
」
と
は
考
え

ず
に
、
む
し

歯
が
小
さ
い

う
ち
に
治
療
を

受
け
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

（
松
戸
歯
科
医
師
会
）

●幼 児 の 場 合

初めは自 分でみがか せ、その

後で汚 れやすいところをもう一

度 みがい てあげましよう。

二

年
ほ

ど

前

、
こ

の

市

長

の

窓
に

、「
坂
川

を

き

れ
い

に

し

ま
し

ょ
う

」
と

題
し

て

書

い

た

こ

と

が

あ
り

ま

す

。

私

た

ち

は

、
江

戸
川

の

水

を
上

水

道

の

水
源

に

し
て

い

ま

す

か

ら

、

常
に

江

戸
川

の

水
質

を

良

好
に

保
っ

て
い

く

責
任

が

あ
り

ま

す

。

と
こ

ろ

が

、
松

戸

の

坂
川

や

市

川
の

真
間

川

な

ど
の

支

川

が

、

家
庭

の

雑

排

水
や

ご

み
の

投

げ

捨
て

な

ど
に

よ

っ

て

大

変
汚

濁

し

、

そ

れ

が
江

戸
川

に

流

入

し
て

心
配

の

種

と

な
っ

て
い

ま
す

。

ご

覧
に

な

っ

た

方
も

あ

る

と

存

じ

ま

す

が
、
先

ご
ろ

そ
の

状
況

が
テ

レ

ビ
で

放

映

さ
れ

、
残

念

な
思

い

を
し

た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

坂
川
や
新
坂
川
は
、
そ
れ

自
体
千
葉
県
管
理
の
川
で

す

か
ら
、
松
戸
市
が
直
接
手
を

下
す
こ
と
に
は
、
い

ろ
い
ろ

と
制
約
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
私
は
、
考
慮
の
末
、

坂
川
や
新
坂
川
に
流
入
す
る

小
河
川
-
そ
の
管
理
責
任

は
松

戸
市
で
す
か
ら

、
そ
こ

に
松
戸
市
が
浄
化
施
設
を
設

置
し
、
そ
の

浄
化
水
を
坂
川

や
新
坂
川
に

流
そ
う
と
考
え

ま
し
た

。
少
な
く
と

も
、
目

で

見
て
汚

れ
の
目
立
た
な
い

川

、
魚
の
棲
（
す
）
め
る
川
に

し
た
い
と
考
え
た
の
で
す
。

内
部
的
に
い
ろ
い
ろ
検
討

を
重
ね
た
結
果
、
そ
の
川
の

流
量
に
応
じ
て
、
日
量
千
五小山の親水水路

百
㌧
か
ら
六
千
㌧
ま
で
の
水

を
浄
化
で

き
る
施
設
を
建
設

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

方

式

は
、
曝
（
ば
つ
）
気

式
接
触
酸
化
法
と
い
う
も
の

で

、
少
な
く
と
も
汚
れ
の
原

供
た
ち
が
水
遊
び
に
興
じ
て

い
ま
す
。

ま
た
松
戸

神
社
の
そ
ば
を

流
れ
る
神
田
川
上
流
、
矢
切

新
田

堀
に

建
設
中
の
浄
化
施

設
は

、
今
年
５
月
中
に
は
完

の
水
路
に
、
順
次
浄
化
施
設

を
建
設
し
て
い
く
考
え
で

す
。

用
地
買
収
費
を
別
に
し
て
も
、

一
ヵ
所
の
建
設
費
は

、
二
億

円
か
ら
五
億
円
も
か
か
り
ま

す
の
で
、
か

な
り
の
事
業
費

る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
坂

川
、
新
坂
川
の
汚
泥
の
浚
渫

（
し

ゅ
ん
せ
つ

）
を
す
る
よ

う
、
地
元
県
会
議
員
の
ご
協

力
を
得
て

、
毎
年
陳
情
を
続

け
て
い
ま
す
。

川
の
水
質
浄
化
施
設
を
つ
く
り
ま
す

宮
間
満
寿
雄

因
の
七
五
％
程
度
を
除
去
し
、

水
質
を
Ｂ
Ｏ
Ｄ
一
〇
p
p
m
以
下

と
す
る
よ
う
計
画
し
ま
し
た
。

す
で
に
小
山
の
南
部
小
学

校
近

く
の
小
山
浄
化
施
設
は

完
成
し
、
そ
の
浄
化
水
を
流

す
近
く
の
小
水
路
で
は

、
子

成

し

ま

す

。

す
で

に

平

成
４

年

度

予

算
で

は

、

新

坂
川

に

流
入

す
る

ニ

ツ

木

水

路
の

浄

化

施

設
の

建

設

費

を

計
上

し

て

い

ま

す

。

今

後
は

さ

ら

に

、

長
津

川

や

小

金

清
志

町

、
大

金
平
な
ど

が
か
か
り
ま
す
が
、
き
れ
い

な
川

を
取
り
戻
す
た
め
に
ぜ

ひ

実
現
し
た
い

と
思
っ
て
い

ま
す
。

千
葉
県
に

対
し
て

は
、
市

の
浄
化
施
設
建
設
に
並
行
し

て
、
そ
の
効
果
を
目
に
見
え

ま
た
、
旧
国
鉄
の
馬
橋
貨

物
駅
跡
地
に
は
、
住
宅
・
都
市

整
備
公
団
が
団
地
建
設
を
計

画
し
て
い

ま
す
が
、
市
は
県

に
対
し
、
公

団
と
も
協
議
の

上
、
こ
こ
に

新
坂
川
の
大
規

榠
浄
化
施
設
を
建
設
す
る
よ

う
要
望
し
て
い
ま
す
。

市
は
以
上
の

浄
化
施
設
設

置
事
業
の
ほ
か

、
下
水
道
の

普
及
に
も
一
層
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

市
民
の

皆
さ
ん
に
お
願
い

し
た
い
の
は
、
河
川
を
愛
し

河
川
へ
の

ご
み
の
投
げ
捨
て

は

、
ぜ
ひ

と
も
や
め
て
ほ
し

い
と
い
う
こ

と
で
す
。
官
民

一
体
で
川
を
き
れ
い
に
す
る

よ
う
努
め
ま
し

ょ
う
。

※
Ｂ

Ｏ
Ｄ

…
水

中
の

汚

れ

を

微
生

物
が

分

解
し

、

き

れ
い

に

す
る
の

に
必

要

な
酸

素
の

量
を
Ｂ

Ｏ

Ｄ

（
生

物
化

学
的

酸
素

要

求
量

）
と

い
い

ま

す
。

数
値

が
大

き
い

ほ
ど

汚

れ
て
い

ま
す

。

歯
を
大
切
に

市長の窓



広報まつど(4)第７８０号

○印のついている医療機関で受けられます。

表①　松戸市が行っている健康診査

健康診査 方法 会 場 対 象 検 査 項 目 費 用 実 施 時 期

基本健康

診査

集団
集団会場

表③で実施

40～59歳

男・女

＊問診＊血圧測定＊検尿＊身体計測

＊血液検査( 貧血検査･ 肝機能検査･ コレステ

ロール ー中性脂肪・尿酸・クレ アチニン)

☆医師が必要と認めた人にはさらに次の検査

を行います。

(心電図検査・血糖検査-眼底検査)

無 料

集団

５月・６月・

９月

個別
受託医療機関

表②で実施

40歳以上

男・女

個別

４月～5 年3 月

☆今年度から血液検査にクレアチニン（腎機能検査）が追加されました。

☆中性脂肪は、食事による変動か大きいので、次のことに気をつけてください。

①午前中受ける場合-できるだけ朝食をとらない。

②午後受ける場合-朝食を軽くして、昼食をとらない。

肺がん検診

(結核住民

健康診断)

集団

基本健康診査

表③で

同時実施

40～59歳

男 一女

＊間診

＊胸部レントゲン検査（集団検診では間接撮

影、個別検診では直接撮影）

☆医師が必要と認めた人には喀痰（かくたん）

細胞診検査を行います。

無 料

☆喀痰細胞

診検査は

集団-400円

個別-700円

集団

５月・６月・

９月

個別
受託医療機関
表②で実施

40歳以上
男・女

個別
４月～５年３月

子宮がん

検診

集団 集団検診会揚

30歳以上

女性

＊問診

＊膣スメア ☆医師が必要と 認めた人に

は体部がん検診も併せて

行います。

集団-400円

(体部を併せて実施
-800円)

集団　 ７月

個別
受託医療機関

表②で実施

＊問診
＊膣スメア

＊頸管スメア

個別-700円

(体部を併せて実施

-1400円)

個別

４月～5 年3 月

乳がん検診

集団 集団検診会場

30歳以上

女性

＊問診

＊触診

集団-100円
集団

5年1 月～2 月

個別
受託医療機関

表②で実施
個別-400円

個別

４月～5 年3 月

胃がん検診 集団 集団検診会場
40歳以上

男・女

＊問診

＊胃郡レント ゲン検査
集団-500円

集団

10月～12月

成人歯科

健康診査
個別

受託医療機関

(後日、広報でお知らせします)

40･45･50･

55･60歳

男・女

口腔内診査と相談 無 料
個別

4月～5 年3 月

市
で
は
、
成
人
病
の
早
期
発
見
の
た
め
に
、
各

種
の
健
康
診
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
大
切
な
体
を
、
年
に
一
度
は
チ
ェ
ッ

ク
し
ま
せ
ん
か
。

地

区

名

医 療 機 関 名 電話番号

基本

健
康
軫
査

肺

がん

検
診

子宮

が
ん
検
軫

乳

が
ん

検
診

松

戸

・

明

地

区

橋 本 内 科 ク リ ニ ッ ク 68-1131 ○ ○ ○

慶 仁 会 医 院 67-1311 ○

佐 藤 医 院 64-6391 ○ ○ ○

瀬 嵐 産 婦 人 科 62-7553 ○ ○

高 橋 産 科 婦 人 科 65-5050 ○ ○

立 原 医 院 62-3718 ○

新 東 京 病 院 66-7000 ○ ○ ○

西 川 内 科 医 院 68-0081 ○ ○

平 野 医 院 62-2322 ○ ○

発 地 医 院 62-2531 ○ ○ ○

稔 台 内 科 ・ 小 児 科 66-1212 ○ ○

吉崎外科医院 62-3800 ○

東

部

・

矢

切地

区

健 生 診 療 所 62-3753 ○

成 宮 医 院 63-8521 ○

梨 香 台 藤 井 医 院 91-3018 ○ ○ ○

常

盤

平

・

五

香

地

区

泉　 田　 ク　 リ　 ニ　 ツ　 ク 88-0498 ○ ○

宇 野 医 院 86-4822 ○ ○

川 井 産 婦 人 科 医 院 86-5111 ○ ○ ○

久 保 田 医 院 87-5454 ○ ○ ○

東 京 病 院 松 飛 台 84-3111 ○ ○ ○

常 盤 平 中 央 病 院 87-4121 ○ ○ ○

大 塚 泌 尿 器 科 医 院 84-2323 ○

三 橋 医 院 87-5553 ○ ○ ○

山 口 医 院 86-8128 ○

六 高 台 病 院 85-2251 ○ ○ ○

桜 井 医 院 87-5459 ○

馬

橋

地

区

大 川 病 院 41-3011 ○ ○ ○

兒 玉 医 院 45-6971 ○ ○ ○

八 ヶ 崎 医 院 41-5118 ○ ○ ○

松沢クリニック 43-8831 ○ ○

小金

・
小
金
原
・
新
松
戸
地
区

大 久 保 医 院 42-1076 ○ ○

岡 田 医 院 41-0816 ○

工 藤 医 院 42-3207 ○ ○ ○

小 泉 産 婦 人 科 医 院 42-1071 ○ ○

斉 藤 医 院 41-0204 ○

新松戸レディスクリニック 45-5191 ○ ○

高 橋 整 形 外 科 41-5564 ○

橋 本 内 科 医 院 41-9474 ○

平 敷 産 婦 人 科 医 院 45-8758 ○ ○

山 本 病 院 41-3191 ○ ○ ○

井 口 医 院 41-2466 ○

健
康
診
査
に
は
、
集
団
検
診

会
場
で
受
け
る
方
法
と
、
受
託

医
療
機
関
で

受
け
る
方
法
と

が

あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら
も
、
あ
な

た
の
都
合
の

良
い
日
時
・

会
場

で
受
け
ら
れ
ま
す
。

年
齢
や
性
別
に
よ
り
受
け
方

が
違
う
の
で

、
表
①
で

確
認
し

て
受
け
て

く
だ
さ
い
。

個
別
に
医
療
機
関
で
受
け
た

い
人
は
、
表
②
の
受
託
医
療
機

関
で

受
け
て
く
だ
さ
い

。

対

象
者
に
は

個
人
通
知

健
康
診
査
の
対
象
に
な
る
人

に
は
、
個
別
に
通
知
し
ま
す
。

対
象
者
は

、
３

月
3
1日
現
在
、

住
民
登
録
を
し
て
い
る
四
十
歳

以
上
の
人
と
、
三
十
歳
以
上
の

女
性
で

す
。

通
知
は
５
月
中
に
届
く
予
定

集団検診会場（表③）では、女性の健康診査も行っています。

（35歳～39歳-検査項目は検尿・血圧測定・貧血検査・コレステロール検査などで無料です］

※大腸がん検診は、今秋実施予定。実施１ヵ月前の広報まつどでお知らせします。

で
す
。
該
当
す
る
も
の

を
確
か

め
て

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

受
診
す
る
と
き
は
、
共
通
受

診
券
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、

受
付
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

受
診
券
を
な
く
し
た
と
き
は

支
所
内
の
市
民
健
康
相
談
室
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

費
用
免
除
制
度
も

あ
り
ま
す

次
の
人
は
、
受
診
費
用
が
免

除
さ
れ
ま
す
。
該
当
す
る
人
は

受
診
会
場
や
医
療
機
関
の
受
付

で

申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

該
当
者
…
①
老
人
医
療
受
給

者
証
を
持
っ
て
い
る
人

②
生
活

保
護
世
帯
・
市
民
税
非
課
税
世

帯
に
属
す
る
人

腮

健
康
管
理
課
業
務
係

再
生
自
転
車
を
販
売
し
ま
す

生
き
が
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
販
売

し
て
い
る
自
転
車
は
、
保

管
期
間
を
過
ぎ
た

放
置
自
転
車

を
再
生
し
て
い
る
も
の
で
す
。

自
転
車
は
、
生
き
が
い
福
祉

事
業
団
の
会
員
に
よ
っ
て
、
一

度
解
体
さ
れ
、
点
検
・
調
整
さ

れ
た
後
、
組
み
上

げ
ら
れ
ま
す
。

丹
念
に
再
生
さ
れ
た
自
転
車

で

す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

受
付
５
月
1
5日

午
前
９

時

～
午
後
３
時
と
1
6
日
午
前
９

時
～
1
1
時
　
抽
選
・
販
売
５
月

1
6
日
午
前
１
１
時
か
ら
　
会
場

生
き
が
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
金

ヶ
作
二
七
七
-
四
）
　
台
数
・

価

格
四

十

台

・
一

台

五
千

円

～

一
万

一

千

円
　

交

通

五

香
駅

東

口
か

ら

新

京

成
バ

ス

「

小

新
山

行

き
」

ま

た
は

「
柏

陵

高

校
行

き
」
で

、
新
栄

町

入

口
下

車
（
五

香
駅

午

前
９

時
2
1
分

・
3
0
分

、

どれにしようかな

1
0時
４

分

発

が
あ

り

ま

す
）

※
抽
選
日
当
日
（
1
6
日

は

、
五

香

駅

東

口

午

前
1
0
時

発

の

事

業

団
マ

イ

ク

ロ

バ

ス

を
運

行

し

ま

す
（
迎
え

の

み

）
。

車
で

の

来
場

は

ご

遠

慮

く

だ
さ

い

。

生
き
が
い
福
祉
事

業
団
　
8
4
-
3
1
9

1

番

５
月
は
消
費
者
月
間

記
念
行
事
を
開
催
し
ま
す

５

月
の

消
費
者
月
間
に
ち
な

み
、
最
近
の
消
費
者
問
題
を
考

え
て
い
た
だ
く
た
め
に

、
消
費

者
月
間
記
念
行
事
を
開
催
し
ま

す
。消

費

者

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

日

時
…
５
月
1
6日

午
後
１

時
～
３
時

場
所
…
松
戸
駅
東
西
デ
ッ
キ

内

容
…
悪
質
商
法
防
止
の
呼

び
か
け
、
パ
ネ
ル
展
示
、
記
念

品
配

布
く
ら

し

の

セ

ミ

ナ

ー

費
用
…
無
料

定
員
…
毎
回
先
着
五
十
人

各
回
と
も
開
催
日
の
三
日
前

ま
で
に
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は
電
話

で
〒
2
7
1
松
戸
市
根
本
三
八
七
-

五
松
戸
市
役
所
消
費
生
活
課

消
費
生
活
係
へ

日 時 テ ー マ 講 師 会場

第一

回
5/24

午前

10時～

正午

消費者問題入門

-最近の話題から-

生活評論家

金森 房子氏

市民劇場

（会

議
室
）

第二

回

6/6 せつけんと合成洗剤

-泡の違いが

わかりますか-

消費者問題研究家

増尾清氏

第三

回

14 どうしても

化粧したい

あなたに

消費環境問題研究家

船瀬 俊介氏

一覧表 健康診査を受けましょう
成人病は予防が大切
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ど
受託医療機関｜

地

区

名

医 療 機 関 名 電話番号

基本

健
康
診
査

肺が

ん
検
診

子宮

がん
検診

乳
が
ん
検
診

医 療 機 関 名 電話番号

基本

健康
診査

肺が

ん
検
診

子宮
がん

検診

乳が

ん
検
診

松

戸

・

明

地

区

安 掛 医 院 63-2638 Ｏ 一 誠 医 院 63-7141 ○

上 野 外 科 病 院 63-6238 ○ Ｏ ○ 遠 藤 医 院 64-5443 ○ ○

岡 産 婦 人 科 稔 台 ク Ｕ ニ ツ ク 64-2071 Ｏ Ｏ ○ ○ 奥 隅 医 院 62-1825 ○ Ｏ Ｏ
河 井 産 婦 人 科 医 院 62-1291 ○ Ｏ ○ 栗 原 医 院 62-3105 ○

コ ス モ 松 戸 ク リ ニ ッ ク 68-1513 ○ ○ ○ 高 田 外 科 胃 腸 科 62-8237 ○ Ｏ Ｏ
新古ヶ崎医院 64-1300 ○ ○ ○ 田 代 外 科 医 院 64-9976 ○ ○ ○

高 木 医 院 64-0979 ○ Ｏ ○ 東 京 健 康 管 理 ク リ ニ ッ ク 65-1211 ○ ○ ○ ○

竹 下 医 院 63-628

6

○ ○ 中 島 医 院 63-2489 ○

東 葛 ク リ ニ ッ ク 病 院 64-5121 Ｏ ○ ○ 丸 山 医 院 63-7381 ○

内 藤 医 院 68-0345 ○ ○ 森 田 医 院 62-3136 ○ ○

平 林 産 婦 人 科 医 院 63-8118 ○ ○ Ｏ 石 島 胃 腸 医 院 67-2131 ○

松 戸 外 科 内 科 ク リ ニ ッ ク 63-1572 Ｏ ○ ○ 大 須 整 形 外 科 医 院 66-1480 ○

村 山 産 婦 人 科 医 院 62-1602 ○ ○ 森岡クリニック 61-3161 ○ ○ ○

東

部

・

矢
切
地
区

漆 原 病 院 92-6221 ○ ○ 大 町 北 ク リ ニ ッ ク 84-2903 ○ ○ ○

小 関 内 科 医 院 91-1473 ○ Ｏ 中沢外科胃腸科 62-4867 ○ ○ ○

皆 川 医 院 62-6201 ○ ○ ○ ○ 村 田 内 科 医 院 62-4383 ○ ○

萩 町 内 科 ク リ ニ ッ ク 69-3655 ○

常

盤

平

・

五

香

地

区

秋 山 医 院 87-5556 ○ ○ ○ 足 立 中 央 ク リ ニ ッ ク 86-0088 ○ ○ ○

花輪医院 88-0707 ○ 稲 葉 内 科 小 児 科 医 院 87-2377 ○ ○

北丘クリニック 87-1413 ○ ○ ○ 勝 呂 医 院 87-7105 ○

五 香 病 院 87-5558 ○ ○ ○ Ｏ 草 光 内 科 医 院 87-7405 Ｏ ○

新 八 柱 台 病 院 87-2501 ○ ○ ○ 後 藤 医 院 84-7471 ○

常 盤 平 小 児 科 内 科 医 院 87-7220 ○ Ｏ 田 所 医 院 87-5636 ○ ○ ○

鳥 居 内 科 87-5559 ○ 八 田 産 婦 人 科 85-3281 ○ ○ ○

古 幡 医 院 84-1200 ○ ○ 三 国 医 院 87-7420 ○ ○

宮 内 外 科 医 院 87-4608 ○ ○ Ｏ 森 医 院 87-7132 ○ ○

吉 田 医 院 87-5438 ○ ○ ○ Ｏ 米 沢 医 院 87-5550 ○ ○

牧 の 原 ク リ ニ ッ ク 89-8311 ○ ○ ○ 羽 岡 医 院 86-8228 ○

馬

橋

地

区

市 場 医 院 42-1069 ○ ○ ○ 江 沢 内 科 医 院 42-2014 ○ ○

恩 田 病 院 41-1265 ○ ○ ○ 古 池 外 科 胃 腸 科 医 院 42-1062 ○ ○ ○

高山医院 41-3032 ○ 友 木 医 院 41-3401 ○ ○

藤 田 医 院 41-2008 ○ 馬橋クリニック 43-5011 ○ ○ ○

佐 久 間 整 形 外 科 医 院 48-6622 ○

小金

・
小
金
原
・
新
松
戸
地
区

旭 神 経 内 科 病 院 85-5566 ○ 岩 本 医 院 42-1065 ○ ○

伊 藤 医 院 41-1368 ○ ○ 大 和 田 医 院 45-1122 ○ ○ ○

大 谷 口 医 院 41-1125 ○ 北 原 整 形 外 科 43-1016 ○ ○ ○

菊 池 医 院 43-4568 Ｏ 黒 澤 外 科 胃 腸 科 医 院 41-2007 ○ ○ ○

熊 谷 内 科 45-3333 ○ ○ ○ 小 金 原 病 院 41-1131 ○ ○ ○

小 金 原 小 児 科 内 科 医 院 41-2006 ○ ○ 新 松 戸 中 央 病 院 45-1111 ○ ○ ○

新 松 戸 診 療 所 43-9271 ○ ○ Ｏ 高 江 医 院 41-3286 ○ ○

鈴 木 内 科 医 院 44-3411 ○ 富 岡 産 婦 人 科 医 院 42-1078 ○

と く い ず み 医 院 45-6000 ○ ○ 檜 山 外 科 胃 腸 科 医 院 41-3281 ○ ○ ○

三 浦 医 院 41-0113 ○ Ｏ 森 内 科 ク リ ニ ッ ク 46-1818 ○ ○

湯 原 産 婦 人 科 医 院 41-6185 ○ ○ ○ よ な は 産 婦 人 科 医 院 41-3555 ○ ○ ○

足 立 外 科 胃 腸 科 45-0567 Ｏ ○ ○

期 日 内 容 開演時間

5/5 青少年とオーケストラの協演　　　　☆ 14:30

7 松の実コーラス演奏会　　　　　　　　☆ 18:30

10 旭水流舞踊発表会 9:30

22 ＴＥＰＣＯふれあい講演会 13:30

23 本間 祥公ダン スバレ エフフカデミ ー発 表会 16:30

24 東京バレ エ 劇場・クラシックバレ エ 発表会 18:00

3佃 ウマール シヤリフ コメディショウ　 ☆ 15:00

6/3 音楽劇「ブナがくれた笛」　　　　　　☆ 18:30

※月曜日は休館です。

☆印のついている催し物は有料です。

市民会館　68-1237～9番

期 日 内　　　　 容 開演時間

5/5 おけさ会発表会（民謡・民舞） 10:0

0９ 詩吟剣舞大会 9:30

10
たつみ漑日本舞踊発表会 10:00

詩吟剣舞連合会 17:30

14 ジョイントコンサート 19:00

15
s i ma プロダクション歌まつり 9:00

琴演奏会 18:30

16 ライオンズ・コンサート 13:00

17 渡辺音楽教室ピフフノ発表会 10:15

19 ＪＲ東葛の会講貭 18:00

20
幼稚園研修会 13:30

健康カラオケ・コンテスト 18:00

22 県宅地建物取引協会研修会 12:00

23 第一中学校　合唱部コンサート 17:30

24
舞踊発表会 10:00

詩吟と剣詩舞の発表会 18:00

29 室内楽コンサート　　　　　　　　　　☆ 18:45

30 熊坂良雄・牧子ジョイントリサイタル　☆ 18:30

31 ピノノ・エレクトーン発表会 10:30

※月曜日は休館です。

☆印のついている催し物は有料です

市民劇場068 ―0070番

期間 5/15 まで 5/16 ～29 5/30 ～6/5

東ギ

ャ
ラ
リー

松戸あひる会

絵画展

日本画

日松会展

とまとの会・のの会

合同展西ギ

ャ
ラ
リー

菊地健蔵

淡彩スケッチ展

陶芸教室

陶松作陶展

社会教育課成人教育係　66-7462番

表
③
　
基
本
健
康
診
査
日
程
表
（
前
期
分
）

４ ３ ２

6
/
1 2

9
2
8

2
6

2
5

2
2

2
1

2
0

1
9

1
4

1
3

1
2

1
1

5
/
8

期

日

東
部
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク

東
部
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク

古
ヶ
崎
市
民
セ
ン

タ
ー

二
十
世
紀
が
丘

市
民
セ
ン
タ
ー

明
市
民
セ
ン
タ
ー

八
柱
市
民
セ
ン
タ
ー

千
駄
堀
集
会
所

五
香
市
民
セ
ン
タ
ー

常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー

六
実
市
民
セ
ン
タ
ー
別
館

六
実
市
民
セ
ン
タ
ー
別
館

常
盤
平
市
民
セ
ン

タ
ー

常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー

松
飛
台
市
民
セ
ン
タ
ー

会
場

午
後
１
時
3
0分
～
３
時

午
前
９
時
3
0分
～
1
1時

午
後
１
時
3
0分
～
３
時

午
後
１
時
3
0分
～
３
時

午
後
１
時
3
0分
～
３
時

午
前
９
時
3
0
分
～
１
１
時

午
後
１
時
3
0分
～
３
時

午
前
９
時
3
0
分
～
１
１
時

午
後
１
時
3
0分
～
３
時

午
前
９
時
3
0
分
～
１
１
時

午
後
１
時
3
0分
～
３
時

午
後
１
時
3
0
分
～
３
時

午
前
９
時
3
0
分
～
１
１
時

午
後
１
時
3
0分
～
３
時

午
前
９
時
3
0
分
～
１
１
時

午
後
１
時
3
0分
～
３
時

受

付

時

間

当
日

、
直
接
会
場
で
お
こ

な
い
ま
す
。

※
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
（
１
５
歳
以
上
の
男
女
）
を
同
時
に
行
っ

て
い
ま
す
。
各
会
場
と

も
駐
車
場
が
狭
い
の
で
、
車
で
の
来

場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

。

期 間 内 容

5/12～17 墨松会水墨画展

19 ～24
緑樹会展

東葛失語症友の会･脳卒中を超えて(左手による作品展)

26 ～31 松戸市書連展

29～31 青い鳥子ども美術展

6/2～7 合同作品展

休館日…月曜日・年末年始

開館時間…午前10時～午後６時(初日と最終日は変更もあります)

文化ホール　67-7810番

建
築
協
定
で
住
み
よ
い
街
づ
く
り
を

建
物
を
建
て
る
場
合
は
、
建

築
基
準
法
で
定
め
ら
れ
た
基
準

を
守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

が
、
こ
の
基
準
は
、
街
づ
く
り

の
最
低
限
の
ル

ー
ル
を
定
め
た

も
の
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

基
準
に
合
っ
て
い
る
建
物
で

も
、
日
照
、
通
風
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
な
ど
に
つ
い
て
問
題
が
生

じ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

建
築
基
準
法
に
は
、
こ
の
よ

う
な
こ

と
を
未
然
に
防
止
す
る

手

段

の

一
つ

と

し
て
、「
建

築

協
定
」
と
い

う
制
度
が
あ
り
ま

す
。こ

の
制
度
で
は
、
住
み
よ
い

街

づ
く
り
の
た
め
に

、
土
地
・

建
物
の
所
有
者
な
ど
全
員
の
合

意
に
よ
っ
て

、
基
準
以
外
の
協

定
を
定
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

例
え
ば
、
低
層
住
宅
地
の
環

期 日 時間 会 場

5/7

午後３時

～ ４時

五香市民センター

8 馬橋東市民センター

13 図書館本館

14 常盤平市民センター

15 新松戸市民センター

20 稔台市民センター

21 松飛台市民センター

22 小金原市民センター

27 図書館本館

28 馬橋市民センター

境
を
守
り
た
い
場
合
に
は
、
建

物
の
高
さ
・
階
数
な
ど
を
制
限

し
た
り
、
住
宅
を
一
戸
建
て
に

限
定
し
た
り
す
る
こ

と
が
で
き

ま
す
。

こ

の
協
定
は
、
市
長
の
認
可

を
受
け
て

、
公
的
な
も
の
に
な

り
ま
す
。

既
存
の

住
宅
地
の
場
合
に
は
、

無
理
の
な
い
こ

と
か
ら

始
め
ま

し
ょ
う
。
た
と
え
一
つ
の
協
定

で
も
、
よ
り
よ
い
街

づ
く
り
に

つ
な
が
り
ま
す
。

市
で
は

、
市
民
の

皆
さ
ん
に

建
築
協
定
の
概
要
を
理
解
し
て

い
た
だ
く
た
め
の
パ
ン
フ
レ

ッ

ト
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
住
み

よ
い
街
づ
く
り
の
た
め
に
、
ご

活
用

く
だ
さ
い

。

建
築
指
導
課
建
築
指
導
係

でんわおはなしキャラバン（テレホンサービス）

63-9999番

市立図書館　65-5115番

期 間 内 容

6/7 まで 松戸の明治・写真展（前期）

休館日…月曜日・年末年始

入館料…大人51円・小中学生20円

戸定歴史館　62-2050番

戸定歴史館

おはなしキャラバン　入場無料　3~9歳くらいが対象

文化ホールギャラリー

松戸駅市民ギャラリー

市 民 劇 場　　･'･ ……… ……

市 民 会 館

表②



広報まつど[6
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第７８０号

婦
人
の
つ
ど
い
「
受
験
期
の

子
を
持
つ
親
の
心
構
え
-
合

格

の
条

件
」

５
月
1
3日

午
前
1
0時
3
0分

～
正

午
　
会
場
二
十
世
紀
が
丘

市
民
セ
ン
タ
ー

倫
理
研
究
所
東
葛
支
所
・
吉

村
一
-
1
8
6
7
番

ゆ

っ

く

り

学

ぶ
中

国

語

会

（
実

践

入

門

）

５

月
1
4
日

か

ら

毎
週

木

曜
日

（
全

十

回
）
、
午

後
６

時
3
0
分

～

８

時
3
0
分
　

会

揚

婦
人

会

館

内
容

中

国
語

会

話

基
礎

と

実

践

費
用

二

千
五

百

円

東
　
6
7
-
3
2
1
9
番

催

し

物

初

級

朗

読

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

教

室
６
月
４
日
～
５
年
３
月
1
8

日
の
第
一
・
第
三
木
曜
日
（
計
十
六

回
）

、

午

前
1
0
時
～

正

午

会
場
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
室
　
対
象
養
成
教
室
終

了

後

、
朗

読

の

ボ
ラ

ン

テ

ィ
ア

活

動

が
可

能

な
人

・
三

十
人

費

用

無
料

５
月
６
日
～
1
5
日
の
間

に
、
電
話
で
市
社
会
福
祉
協
議

会
　
6
8
-
0
5
0
3
番
へ

健
康

カ
ラ

オ

ケ
コ
ン

テ
ス
ト

５

月
2
0日

午
後
６
時
開
場

会
穩
市
民
劇
場
　

費
用
無
料

健
康
カ
ラ
オ
ケ
普
及
会
・
冨

永
　
4
1
-
3
6
2
3
番

チャンネル
※タイトルが色刷りのものは、

市主催の催し物です。

福

祉

バ

ザ

ー

５

月
1
0
日

午

前
１１

時
～

午

後
２

時
　

会

揚
市

民

会

館
　

内

容

障
害

者
の

作
品

展

示

と

即
売

※
品

物

を

提
供
し
て

く
だ
さ
い
。

障
害
者
問
題
研
究
会
松
戸
サ

ー
ク
ル
・
金
田
　
4
5
-
9
3
8

0

番

松

戸

史

談

会

「
谷

中

の

史

跡

め

ぐ

り

と

根

津

神

社

つ

つ

じ

ま

つ

り

」

５

月
1
0
日

午

前
1
0
時
Ｊ

Ｒ

日

暮
里

駅

集

合

〔
雨
天

の

場

合

は
1
7
日

に
延

期

〕
　
　
コ

ー
ス

谷
中

墓

地

（

有

名
人

墓

所
）

～

根

津
神

社

費
用

三
百

円

（
弁

当

持

参
）

神
尾
　
4
1
-
2
4
5
8
番

人口と世帝（４月１日現在）｜

お
と

な
の

お
は

な
し

会

「
西

鶴

さ
ん

が
遊
び

に

き
た
」

５
月
2
3
日
午
後
１
時
3
0
分

～
３
時
　
会
揚
矢
切
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
総
合
福
祉
会
館
内
）

内
容
浜
島
代
志
子
さ
ん
の
一
人

語
り
「
誠
の
心
で
浮
き
世
を
生

き
た
西
鶴
さ
ん
の
物
語
」
ほ
か

対

象
大
人
　

費
用
無
料

市
立
図
書
館
　
6
5
-
5
1
1

5
番

の

ぞ
み
学

園
作

品

展
示
即

売

会
５
月
７
日

・
８
日

午
前

９

時
～
午
後
４

時
3
0分
（
８
日

は
午
後
４

時
ま
で
）
　

会
場
総

合
福
祉
会
館
　
内
容
陶
芸
・
縫

製
・
木
彫
り
な
ど
約
六
百
点

の
ぞ
み
学
園
（
総
合
福
祉
会

館
内
）
　
6
8
-
1
6
3
2
番

ふ

る

さ
と
探

訪

シ
リ

ー
ズ
①

バ
ー

ド
ウ

ォ
ッ
チ

ン
グ

５
月
3
1日

午
前
1
0時
～
午

後
３
時
　

揚
所
手
賀
沼

お
よ

び

そ
の
周
辺
　

対
象
中
学
生
以
上

の
人

’内
容
野
外
観
察
と
講
義

費
用
八
百
五

十
円
（
昼
食
、
資

料
代
を
含
む

）

５
月
1
6
日
ま
で
に
、
電
話

で
流
山
青
年
の
家
　
〇
４
７
１
-

5
9
-
2
0
0
4
番
へ

真
関
川
流
域
総
合
治
水
ビ
ジ
ュ

ア
ル

ボ
ー

ド
フ

エ
ア

ー

５
月
1
5日
～
2
1日
は
「
総
合

治
水
推
進
週

間
」
で
す
。

市
で
は
、
真
間
川

流
域
内
の

良
好
な
水
辺
の
復
活
に
努
め
て

い
ま
す
。
そ
の
実
施
状
況
を

ビ

ジ
ュ
ア
ル

ボ
ー
ド
（
写
真
パ
ネ

ル
）
で

、
皆
さ
ん
に
紹
介
し
ま

す
。期

日
５

月
1
5日

～
2
1日

、

午
前
９

時
～

午
後
５

時
　

会
場

市
役
所
本
館
新
館
通
路

河
川
課
業
務
係

青
年

フ
ェ

ス
テ

ィ

バ
ル
実

行

委
員

を
募

集

対
象
十
六
歳
～
二
十
歳
の
人

※
５
月
６
日
出
か
ら
毎
月
第
一

水
曜
日

午
後
７

時
～
９
時

勤
労
会
館
で
例
会
が
あ
り
ま

す
。

社
会
教
育
課
青
少
年
婦
人
係

6
6
-
7
4
6
2
番

「
ハ
ー
プ
の
あ
る
暮
ら
し
」

研

究
発

表
会

５
月
1
7日

・
1
8日
　

会

檮
常
盤
平
市
民
セ
ン

タ
ー
　

費

用
無
料

ラ
ベ
ン
ダ
ー
ク
ラ
ブ
・
斉
藤
　

1
8
5
-
4
0
0
6
番

講
座
・
講
演

お

茶

手

作

り

教

室

５

月

１１
日

午
前
1
0
時
～

午

後
２

時
　

会

場

船
橋

県

民
の

森

費

用
三

百

円
　

持
ち

物

昼

食

・

手

袋電
話
ま
た
は
ハ
ガ
キ
で
、
船

橋
県
民
の
森
管
理
事
務
所
〒
2
7
4

船
橋
市
大
神
保
五
八
六
-
二
　

0
4
7
4
-
5
7
-
4
0
9
4
番

へ

母
子

寡

婦
家
庭

対
象

手
芸

編

み

物
講
習

会

５
月
1
7
日
～
７
月
1
2
日
の
毎

日
曜
日
、
午
前
９
時
～
午
後

４
時
　
会
揚
婦
人
会
館
　
費
用

無
料
（
材
料
費
は
自
己
負
担
）

持
ち
物
六
号
～
八
号
編
み
棒
・

毛
糸
百
㌘
ぐ
ら
い
・
筆
記
具
・

物
差
し

５
月
1
1
日
ま
で
に
、
電
話

で
福
祉
事
務
所
福
祉
係
へ

ス
ポ
ー
ツ

初
心
者

カ
ヌ

ー
ス

ク
ー

ル

５
月
９
日
2
4
日
の
間
の
土

・
日
曜
日
の
う
ち
希
望
の
三
日

間
。
土
曜
日
＝
午
後
１
時
3
0
分

～
４
時
3
0
分
、
日
曜
日
＝
午
前

９

時
3
0分
～

午
後
Ｏ

時
3
0分

会
揚
江
戸
川
（
松
戸
三
郷
有
料

橋
下
）
　

対
象
小
学
校
四
年
以

上
の
男
女
（
多
少
泳
げ
る
人
）

定
貫
先
着
四
十
人
　

費
用
八
千

円
電
話
で
、
松
戸
市
カ
ヌ
ー
協

会
・
鹿
野
　
4
4
-
0
7
5
1
番

へ七

人

制

ラ

グ

ビ

ー

大

会

６

月
2
8
日

午

前
９

時
～

午

後
５

時
　

会
場

陸

上

自

衛
隊

松

戸
駐

と

ん

地
ラ

グ
ビ

ー
場
　

対

象
市

内

在

住

・
在

勤
の

ラ

グ
ビ

ー
チ

ー
ム
（
先

着
十

六
チ

ー
ム

）

費
用

一

チ

ー

ム
五

千

円

電
話
で
、
松
戸
市
ラ
グ
ビ
ー

協
会
・
阿
部
　
8
7
-
2
1
7
1

内
線
２
５
２
番
（
夜
間
は
　
8
8
-

5
0
3
9

番

）

へ

甲

種
・
乙

種
防

火
管

理
講
習

会

①
甲
種
＝
５
月
2
7
日
・
2
8

日
の
二
日
間
、
②
乙
種
-
５

月
2
9日

、
時
間
は
①
②
と
も

午
前
９

時
3
0分
～
午
後
５
時（
受

け
付
け
は
９
時
か
ら
）
　
会
場

市
消
防
局
講
堂
　

定
員
各
百
五

十
人
　

費
用
①
三
千
五
百
円
②

三
千
円

５
月
７
日

～
1
8日

に
直

接
、
市
内
各
消
防
署
・
消
防
局

予
防
課
へ
（
先

着
順
）

市
消
防
局
予
防
課
　
6
3
-
1
1
1
1

内
線
２
０
８

番

軽

ス

ポ

ー

ツ
教

室

（

ラ

ー

ジ

卓

球

）

５
月
１
２
日
～
６
月
3
0
日
ま
で

の
毎
週

火
曜
日

、
午
後
７

時
～
９

時
　

会
場

大

橋
小

学

校

体

育
館

随

時

会
場

で

体
育
指
導
委
員
・
中
川
　
9
2
-

5
5
1
1

番

ソ

フ
ト

バ
レ

ー

ボ
ー
ル
教

室

５

月
の

毎
週
日
曜
日
（
3
1日

を
除
く
）
、午
後
７

時
～
９
時

会
場
矢
切
小
学
校
体
育
館
　
対

象
小

学
生
以
上
　

定
員
先
着
三

十
人
　

費
用
百

円

兩
当
日

会
場
で

体
育
指
導
委
員
・
平
川
　
6
2
-

－
0
5
7
8

番

グ

ラ
ウ

ン
ド
ゴ

ル

フ
大
会

６

月
７
日

午
前
９

時
～
午

後
４

時
示

雨
決
行
）
　
会
場
運

動
公
園
陸
上
競
技
場
　

費
用
一

チ

ー
ム
（
六
人
）
六
百
円

５
月
2
5
日
ま
で
に
、
直
接

ま
た
は
郵
送
で
〒
2
7
0
松
戸
市
五

香
六
実
九
-
五
八
松
戸
市
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
・
菊
池
和

美
　
8
7
-
1
5
6
5
番
）
へ

市

民
弓
道

遠
的

大

会
（
兼

県

民
大

会
選

手
選

考

会
）

５

月
3
1日

正

午
か
ら

示

雨
決
行
）
　
　会
揚
東
京
武
道
館

（
Ｊ
Ｒ

綾
瀬
駅
下

車
）
　
対
象
市

内
在
住
で
県
民
大
会
（
９
月
2
6

日
・
2
7日
）
に
参
加
可

能
な
人

費
用
五
百
円

５
月
1
6
日
出
必
着
で
、
ハ
ガ

キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
・
段
位
を
記
入
し
て
、

〒
2
7
0
松
戸
市
八
ヶ
崎
八
一
七
-

三
七
奥
田
繁
樹
（
1
4
2
-
0
7

5
2

番
｝
へ

家
庭

婦
人

卓
球

大
会

５

月
1
9日

午
前
９
時
か
ら

会
揚
運
動
公
園
体
育
館
　
対
象

市
内
在
住
・
在
勤
の

家
庭
婦
人

費
用
一
人
四
百
円
　
内
容
ラ
ン

ク
別
ダ
ブ
ル
ス

５

月
1
2日

午
前
1
0時
か
ら

運
動
公
園
会
議
室
で
行
わ
れ
る

抽
選
会
議
で
受
け
付
け

山
口
　
8
6
-
2
6
7
0
番

常盤平団地の誕生

グ
ラ

ウ
ン

ド
ゴ

ル

フ
教
室

５
月
1
7日

午
前
９
時
～
正

午
　

会
揚
新
松
戸
西
小
学
校
校

庭
　

費
用
無
料

体
育
指
導
委
員
・
木
下
　
4
5
-

－
3
4
2
9

番

グ
ラ
ウ

ン

ド
ゴ
ル

フ
教

室

毎
週
日

曜
日
、
午
前
９

時
3
0

分
～
正
午
　
会
揚
六
高
台
ス
ポ

ー
ツ
広
場
　
対
象
小
学
生
以
上

費
用
無
料

当
日

会
場
で

体
育
指
導
委
員
・
横
澤
　
8
8
-

－
9
5
7
4

番

スポーツ教室

教 室 名 日 時 会 場 対 象 費用 定員 申し込み

①
小学生体操教室

5/15～7/17 の毎週
金曜日

Ａ午後4時～5時30分

Ｂ午後5時30分～7時 運動公園
小体育室

Ａ小学校1年

～３年
Ｂ小学校４年

～６年
無料

Ａ60人

Ｂ50人

①小学生は５／
７ 、②親子は

5/8 の午前10
時から、運動

公園武道館会議

室で抽選

②
親 子体 操教 室

5/16～7/25 の毎週
土曜日

午前10時～正午

市内在住の３
歳児（昭和63
年４月２

日～

９月30日生ま
れ）とその親

30組

親子サイクリン

グ教室

5/17〔雨天のとき

は5/24
午前９時～午後３時

松戸三郷

有料橋下
から 水元
公園

小学生以上

と
その親

無料
(昼食

持参)

先着

30組
5/6から、

直接または電話
でスポーツ課

(63-9241 番
・運動公園内)へ家庭婦人サロン

サッカー

5/23～7/4 の毎週
土曜日

午前９時～11時

青少年会

館

市内在住の

家庭婦人
無料 30人

スポーツ課(運動公園内)　63-9241番

日本住宅公団（現・住宅・都市

蔡備公団）が、金ヶ作地区に大規

模な住宅団地造成の計画を発表し

たのは、昭和30年11月のこと。こ

れに対し地元では反対運動も起こ

り、工事が進められる一方で、幾

度も話し合いがもたれました。

昭和34年12月には、新団地名が

公募により「常盤平」と決まり、

翌年４月入居開始。

新京成金ヶ作駅が常盤平駅と名

称を変えたのは、35年２月１日。

建 設が進む常盤平団地

(上･下とも 昭和34年)

まつど

今昔

写真館
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矢

切

レ
ク
リ
エ

ー

シ
ョ

ン
ク

ラ

ブ毎
週
火
曜
日
、
午
後
１

時
～

３
時
　

会
場
矢
切
老
人
福
祉
セ

ン

タ
ー
　
対

象
男
性
の
み
　

費

用
月
千
円
（
入
会
金
な
し
）

丸
山
　
6
3
-
1
5
6
1
番

さ
つ

き
会

（
健
康

体
操

）

毎
週
火
・
金
曜
日
、
午
後
１

時
～
２
時
3
0分
　

会
場
運
動
公

園
小
体
育
室
　
対

象
女
性
の
み

定
員
3
0人
　

費
用
月

二

千

円

（
入

会
金
千
円
）

佐
藤
　
6
8
-
0
3
5
0
番

サ
ー
ク
ル

六
高

台
籐

サ

ー
ク
ル

毎
月
第
一
・
第
三
金
曜
日
、

午
前
1
0時
～
正

午
　
会
場
六
実

市
民
セ
ン

タ
ー
　

費
用
月
千
五

百
円
（
入
会
金
五
百
円
）

本
間
　
8
7
-
5
7
1
3
番

フ
ラ

ワ
ー
ダ

ン
ス

サ

ー
ク
ル

毎
週
日
曜
日

、
午
後
７

時
～

９

時
　
会
揚
古
ヶ
崎
市
民
セ
ン

タ
ー
　
費
用
月
三
千
円
（
入
会

金
千
円
）

小
原
　
6
2
-
9
2
1
5
番

松
戸
ギ

タ

ー
ア
ン

サ
ン

ブ
ル

毎
週
木
曜
日
、
午
前
1
0時
～

正
午
　

会
場
市
民
会
館
　
費
用

月
三
千
円
（
入
会
金
千
円
）

佐
藤
　
4
3
-
8
0
8
5
番

勤
労
者

ダ

ン
ス
サ

ー
ク

ル

毎
週
土
曜
日
、
入
門
コ

ー
ス

は
午
後
４

時
1
5分
か
ら
（
５

月

９
日
開
講
）
、
基
礎
中
級
コ

ー

ス
は
午
後
６
時
か
ら
　

会
揚
稔

台
市
民
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
八
柱

市
民
セ
ン

タ
ー
　
費
用
月
二
千

五
百
円
（
入
会
金
千
五
百
円
）

駒
倉
　
8
9
-
1
9
7
7
番

松
戸

フ

ル

ー
ト

サ

ー
ク
ル

（

ア
ン
サ

ン
ブ

ル
部

門
）

毎
月
第
一
・
第
三
日
曜
日
、

午
前
９

時
～
午
後
１
時
　

会
場

青
少
年
会
館
本
館
　
対
象
高
校

生
以
上
　
費
用
月
五
千
円
（
入

会
金
千
円
）

佐
々
木
　
8
4
-
6
5
0
8
番

（
夜
間
の
み

）

お

知

ら

せ

中
途

失

明

者

の

た

め

の

更
生

生

活

相

談

室

を

設

置

相
談
日
毎
週
水
曜
日
（
８
月

２
日
・
1
9
日
、
1
2
月
3
0
日
、
１

月
６
日
・
1
3
日
を
除
く
）
午
前

…
一
時
～
午
後
３
時
　
交
通
Ｊ
Ｒ

稲
毛
駅
よ
り
徒
歩
1
0
分
、
千
葉
点

字
図
書
館
隣
　
相
談
方
法
直

接
面
談
ま
た
は
電
話
・
文
書
で
(
社
)

千
葉
県
視
覚
障
害
者
福
祉

動
会
〒
2
6
3
千
葉
市
稲
毛
区
小
仲

台
五
-
八
-
五
　
0
4
3
-
2
5
4
-
３
５

７
４

番

松

戸
駅

西

口
地
下

駐
車

場
の

料

金
徴

収
業

務
を

委
託

委
託
揚
所
松
戸
駅
西
口
地
下

駐
車
場
　

受
託
者
東
京
都
中
央

区
新
川
一
-
一
八
-
二
東
陽
商

事
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長

・
増
測
弘
機
　

委
託
期
間
平
成

４
年
４

月
１
日
～
５

年
３

月
3
1

日
再
開
発
課
松
戸
駅
周
辺
整
備

室松

戸
ミ

ニ
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ

ー

ル

ー
ス

ポ
ー

ツ
少
年

団

毎
週
日
曜
日
・
祝
日
、
午
前

９

時
～

午
後
１

時
　

会
場
常
盤

平
体
育
館
・
常
盤
平
第
一
小
学

校
体
育
館
　

対
象
小
学
生
男
女

各
十
人
程
度
　

費
用
月
千
円

（
入
会
金
六
百
六
十
円
）

松
田
　
6
2
-
6
8
8
9
番

キ

ラ

ー
ズ
ク

ラ
ブ

（

マ
マ

さ

ん
バ
レ

ー

ボ
ー
ル

）

毎
週
日

曜
日
、
午
前
1
0時
3
0

分
～
午
後
１
時
3
0分
　

会
槝
古

ヶ
崎
小
学
校

体
育
館
　
費
用
月

二
千
円
（
入
会
金
な
し
）

平
野
　
6
8
-
3
5
4
9
番

千
葉

県
調

理
師
試

験

試
験
期
日
７
月
1
7
日
　
試
験

会
揚
県
東
葛
飾
合
同
庁
舎

５
月
2
5
日
～
2
7
日
の
間

に
、
願
書
を
松
戸
保
健
所
示

根
本
七
　
6
1
-
2
1
2
1
番
）

へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

教
育

委
員
会

会
議

を
開

催

５
月
1
4
日
午
後
２
時
か
ら

会
場
教
育
委
員
会
教
育
長
室

教
育
委
員
会
庶
務
課
秘
書
係

6
6
-
7
4
5
5
番

日

本
脳

炎
予

防
接

種
日

程
表

の

訂
正

と

お
詫
び

３
月
2
0日
号
の
広
報
ま
つ
ど

で
お
知
ら
せ
し
た
、
日

本
脳
炎

予
防
接
種
の
日
程
表
の
中
で

、

常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー
に
一
部

曜
日
の
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

誤
…
５
月
2
9
日
(
月
)

正
…
５
月
2
9
日
(
金
)

保
健
衛
生
課
保
健
衛
生
係

す
み

れ

フ
ォ

ー
ク
ダ

ン
ス
同

好
会毎

週
水
曜
日
、
午
後
１
時
～

３

時
　

会
揚
新
松
戸
市
民
セ
ン

タ
ー
　

費
用
三

ヵ

月

二

千

円

（
入

会
金
な
し
）

井
関
　
4
5
-
1
6
9
2
番

金
ヶ
作

ク
ラ

ブ

（
家
庭

婦
人

バ
レ

ー
ボ

ー
ル
）

毎
週
日
曜
日
、
午
前
1
0時
3
0

分
～
午
後
５

時
（
午
前
午
後
の

交
互
活
動
）
　
　会
揚
金
ヶ
作
小

体
育
館
　

費
用
月
千
五
百
円

（
入

会
金
な
し
）

菊
地
　
8
8
-
4
2
5
9
番

学

童

災

害

共

済

に

加

入

を

申
込
期
限
５
月
1
1
日
　
掛

け

金

一
人

年

間
百

円
　

共
済

期

間
４

月

１

日

～
５

年
３

月
3
1
日

支
給
対
象
学
校
管
理
下
外
で
起

き
た
事
故
　
見
舞
金
負
傷
の
程

度
に
応
じ
て
、
五
千
円
～
六
十

万

円

ま
で

市
内

小

・

中
学

校
の

児

童

・

生
徒

は

、

各

学
校

へ

。

市
内

在

住

で

市

外
小

・

中

学

校
へ

通

学

す

る

児
童

・

生

徒

は

教
育

委

員

会

保

健
体

育

課

へ

保
健
体
育
課
保
健
係
　
6
6
-

7
4
5
9

番

光

化
学

ス
モ

ッ
グ

に
注
意

し

ま

し
ょ

う

日
射
し
が
強
く
風
の
弱
い
む

し
暑
い
日
に
は
、
光
化
学
ス
モ
ッ

グ
が
発
生
し
や
す
い
の
で

、

十
分
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い

。

目
が
チ
カ
チ
カ
し
た
り
、
の

ど
か
痛
く
な
っ
た
と
き
に
は
、

洗
顔
、
う
が
い
な
ど
を
し
て
、

涼
し
い

部
屋
で

安
静
に
し
て
く

だ
さ
い

。

公

害
課
大
気
保
全
係

厚

生

年
金
・
国

民

年
金

積
立

金

還
元

融
資

で
市

立
病

院
の

医

療
機

械

を
整
備

平
成
３

年
度
病
院
事
業
と
し

て
行
わ
れ
た
医
療
機
械
整
備
事

業
は
、
「
厚

生
年
金
・
国
民
年
金

積
立
金
還
元
融
資
」
に
よ
り
行

い
ま
し
た
。

市
立
病
院
会
計
課
　
6
3
-
2

1
7
1
内
線
２
４
２
２
番

無

料
法

律
相
談

所
を

開
設

５

月
７
日

午
前
1
0時
～
午

後
３

時
　

会
場
予
葉
家
庭
裁
判

所
松
戸

支
部
　
内

容
各
種
法
律

相
談
　

費
用
無
料

千
葉
家
庭
裁
判
所
松
戸
支
部

6
8
-
5
1
4
1
番

国

民

文

化

祭

の

公

式

記

録

誌

・

ビ

デ

オ

を

貸

し

出

し

図
書
館
本
館
で
は
、
昨
年
1
1

月
に
県
下
で
開
催
さ
れ
た
「
第

六
回
国
民
文
化
祭
ち
ば
'
9
1
」
の

公

式
記

録

誌

（
全

事

業
の

写
真

と

記

録
）

と

事
業

別

記

録

ビ

デ

オ

（
二

十

種

類
・
三

十

二

巻
）
を

貸
し

出

し
て

い

ま

す

。

松
戸
市
で
行
わ
れ
た
人
形
劇

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
も
含
ま
れ
て

い

ま
す

。

ご
利

用

く

だ

さ
い

。

市
立
図
書
館
本
館
　
6
5
-
5

1
1
5

番

市

立

病

院

休

診

の

お

知

ら

せ

５

月
７

日

～
９

日

出

の

眼

科
は

、

医

師

が
学

会
に

出

席

す

る
た

め

休

診

と
な

り

ま

す

。

市
立
病
院
眼
科
外
来
　
6
3
-
２
１

７
１
内
線
２
１
０
６
）
番

防

災

行

政

用

無

線

局

か

ら

の

お

知

ら

せ

市

で
は

、
災

害

時
に

市

民
の

皆
さ

ん
に

早

く

情

報

を
伝

え

る

た
め

に

、

防
災

行

政
用

無

線

局

（
固

定

系

）
を

設

置
し

て

い

ま

す

。

大

気
の

不

安

定

な
こ

の

時

期

は

、

他

市
町

村
の

放

送

や

雑

音

が

入

り
込

み

、
付

近
の

皆

さ
ん

に

ご
迷
惑

を

か
け

る
こ

と

が

あ

り

ま

す
。

原
因
は
、
地
上
十
～
十
五
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
対
流
圏
で
の
屈

折
の
た
め
の
電
波
障
害
（
ス
ポ

ラ
ジ
ッ
ク
現
象
）
と
さ
れ
て
い

ま

す

。

他

市
町

村
の

放

送

や

雑
音

が

入

っ

た
と

き

は
、

防

災

課
ま

で

ご
連

絡
く

だ

さ
い

。

防

災
課

常盤平(当時は金ヶ 作)駅前(昭和33年)

小
金

小
田
守
雄
さ
ん

金ヶ作駅で(昭和34年)

昭
和
3
3年
８
月
に
松
戸
に

引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。

当
時
団
地
は
造
成
中
で
し

た
が
、
山
林
が
多
く
寂
し
い

と
こ

ろ
だ
と
思
い
ま
し
た
。

金
ヶ
作
駅
に
は
駅
員
も
い

な
く
て
、
切
符
は
電
車
の
中

で
買
っ
た
も
の
で
す
。

救急医療体制

健康保険証を忘れずに

◆夜間急病診療所(毎日)

午後8時~11時衛生会館内

……………68-3756 番

◆待機病院(毎日)･ 午後5時～午前9時

テレホンサービス……………………66-0010 番

◆緊急休日在宅当直医･午前9時～午後5時

テレホンサービス……………………66-0010 番

◆休日土曜日夜間歯科診療所･午後8時～11時

衛生会館内……………………………65-3430 番

保

健

衛

生

三
歳

児
健
康

診
査

対

象
昭
和
6
4年
１
月
１
日
～

平
成
元

年
１

月
3
1日
生
ま
れ
の

幼
児
　

健
診
日
５
月
1
2日
・
1
9

日
・
2
6日
の
各
火
曜
日
　

会
場

松
戸
保
健
所

※
対

象
者
に
は
健
康
診
査
票
を

送
り
ま
す
。
該
当
者
で

届
か

な
い
人
は
、
左
記
の
要

領
で

連
絡
し
て

く
だ
さ
い

。

松
戸
保
健
所
保
健
指
導
課

6
1
-
２
１
２
１
番

愛
の
献
血

期 日 会 場 時 間 主 催

5/16
伊

勢
丹
松
戸
店
前

午
前
１０
時
～

午
後
４
時

松

戸
市

健
康
管
理
課
業
務
係

療
育

相
談

５

月
1
4日

午
後
１
時
～
１

時
3
0分
　
会
場
松
戸
保
健
所

対
象
乳
児
の
股
関
節
脱
臼
未
受

診
者
や
、
整
形

外
科
学
頸
域
の

診
察
・
相
談
等
を
希
望
す
る
十

八
歳
未
満
の
人

電
話
で
松
戸
保
健
所
保
健
指

導
課
　
6
1
-
2
1
2
1
番
へ



広報まつど[8

]
この数なあに？

”13、025”

「
平
均
寿
命
が
八
十
歳
を
超

え
る
今
の
世
の
中
で
、
二
十

年

以
上
も
趣
味
や
踊
り
だ
け
じ
ゃ

も
っ
た
い
な
い
と
思
う
ん
で
す

よ
。
や
は
り
社
会
に
還
元
す
る

よ
う
な
行
動
も
必
要
じ
ゃ
な
い

か
と
・

語
る
口
調
は
穏
や
か

だ
が
、
熱
意
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。

老
人
問
題
に
取
り
組
む
こ
と

に
な
っ
た
の
も
、
健
康
推
進
員

の
任
期
を
終
え
る
に
あ
た
っ
て
、

そ
れ
ま
で
の
経
験
を
無
駄
に
し

た
く
な
か
っ
た
た
め
。

活
動
し
て
い
く
中
で

、
自
分

が
お
年
寄
り
を
介
護
す
る
立
場

に

な
・つ
た
な
ら
、
き
っ
と
介
護

者
を
助
け
て

く
れ
る
制
度
が
欲

し

く
な
る
だ
ろ
う
と

、
「
託
老

所
」
を
開
設
。

「
高
齢
者
人
口
が
増
え
て

い

く
中
で
、
老
人
が
老
人
を
看
護

す
る
と
い

う
ヶ
Ｉ
ス

が
増
え
て

い

る
ん
で

す
。
看
護
す
る
人
が

疲
れ
き
っ
て
し
ま
っ
た
ら
大
変

で
す
か
ら

、
一
時
的
に
で
も
介

護
者
を
助
け
る
こ
と
は
、
結
局

は
老
人
を
救
う
こ
と
に
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
か
と
・
」

歩

け

ば

棒

に

あ

た

る
？
。

犬
猿
の
仲
、
犬
に
論
語
、
犬

の
遠
吠
え
な
ど
、
犬
の
つ
く
こ

と
わ
ざ
は
数
多
く
あ
り
ま
す
。

そ
れ
だ
け
、
昔
か
ら
人
間
と
犬

は
仲
良
し
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

市
内
の
犬
の
登
録
数
は
「
一

万
三
千
二
十
五
頭
」（
平
成
３

年

度
）
で
す
。

狂
犬
病
予
防
法
で

、
生
後
九

十
一
日
以
上
の
犬
は
登
録
と
狂

犬
病
予
防
注
射
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
転

出
届
や
死
亡
届
も
あ

っ
て

、
昨

年
度
中
は
転
出
が
二
百
八
十
六

頭
、
死
亡
は
一
千
二
百
四
十
八

頭
で
し
た
。「託老所」を開設した

高齢化社会をよくする

松戸 ゆうゆう会会長

「
託
老
所
」
を
利
用
す
る
お
年

寄
り
も
楽
し
ん
で
く
れ
て
い
る

と
い
う
。

「
皆
さ
ん
、
時
間
が
た
つ
の

が
早
い
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

家
の

中
で

テ

レ

ビ

を
見
て

い

る

ば
か

り
の

生
活

よ

り
も

、

社

会

と

の

接

点

を
求

め
て

い

る

ん
で

す

」地
域
社
会
で
の
老
人
福
祉
の

必
要
性
は
増
す
ば
か
り
。

「
私
た
ち
Ｉ
ゆ
う
ゆ
う
会
の

よ
う
な
小
さ
な
石
で
も
、
老
人

福
祉
と
い
う
大
き
な
池
の
中
に

波
紋
を
描
く
こ
と
は
で
き
る
と
思
う
ん
で
す
。

た
だ
、
そ
の
波

家
族
の
一
員
と
も
な

っ
て
い

る
犬
。
市
内
で
は
毎
年
五
百
頭

近
く
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

犬
を
飼
っ
て
い
る
人

が
増
え

る
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
問

題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

大
を
散
歩
さ
せ
る
と
き
に
は
、

ち
り
紙
や
袋
・
シ
ャ
ベ
ル
な
ど

を
用

意
し
て
「
自
分
の
犬
の
フ

ン
は
自
分
で
始
末
す
る
」
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
犬
の
放
し

飼
い
は
、
人

に
危
害
を
加
え
る
だ
け
で
な
く
、

農
作
物
を
荒
ら
し
た
り
、
野
犬

を
増
加
さ
せ
る
原
因
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。

ル

ー
ル
を
守
り
愛
情
と
責
任

を
も
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

浅野 美代子さん
紋

が
大

き

く

広

が
る
た
め
に

は

、

皆

さ

ん
に

喜

ば

れ

、
自

分

た

ち

に

も
励

み

に

な

る
よ

う

な

仕

事

を
し

て

い

か

な

け

れ

ば
・

」

ボ
ラ

ン

テ

ィ

ア
は

人

の

た
め

で

あ

る
と

同

時
に

自

分

の

た
め

で

も
あ
る
と

語

る
浅

野

さ

ん

。

心

の

ふ

れ

あ
い

を

楽

し

む

余

裕

を
持

ち

な

が
ら

、

お

手

伝
い

を

続
け

て
い

き
た

い

と

の
こ

と

で

し

た

。

※
松

戸

ゆ

う

ゆ

う
会
で

は

、
会

に

参

加
し

た

い

方

、

利
用

さ

れ

た

い

方

を
歓

迎

し

ま

す
。

申
し
込
み
は
、
浅
野
　
6
2
-

3
9
8
9

番

ま

で

。

ボランティアのこころ

スナップ　ショット

あなたの撮ったスナップ写真（街の話題・

身近な出来事など）をお寄せください。採

用の方には記念品を差し上げます。

広報課

江
戸
川
堤
に
花
い
っ
ぱ
い

障
友
会
の
リ
バ
ー
サ
イ
ド
花
壇

おばなしキャラバンに感激

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

ヨ
ハ
ン
ナ
・
ノ
ー
ル
さ
ん
来
松

色とりどりの花が咲い たリバーサイド 花壇

江戸川河川敷（松戸排水機場の下流）に花壇ができ、色

とりどりの花が咲きそろい、江戸川堤を訪れた人たちの

目を楽しませています。

これは社会復帰を目指してリハビＵに励む障害者でつ

くる松戸市身障者障友会（村山四士男会長）が管理する

リバーサイド花壇。昨年11月に建設省から河川敷1,364 ㎡

を借り受けて整地し、花の種をまき、リハビＵを兼ねて

世話をしてきました。

４月18 日には、障友会のメンバーガ集まって「お花見

会」を開き、自分たちで育てた花に囲まれ、春の一日を

楽しみました。

花
を
育

て
た

田

中

恵

美

子

さ
ん

（
常
盤

平
）

去
年
1
1
月
に

種

を
ま
い
て

か

ら
、

週

一
回

は
こ

こ
に

来

て

世

話
を
し
て

き

ま
し

た
。

４
月

に
入
っ

て

少
し

ず
つ

花

が

咲
き
始

め
る

の
を

見
て

、

花

壇

を
作
っ
て

よ

か
っ

た
と

思

い

ま
し
た

。

皆

さ
ん
に

喜
ん
で

い

た
だ

け
る
の

も

う
れ
し

い
で

す
ね

。

インドネシアで養護施設の園長をつとめるかだから、

私立保育園を設立する運動を進めているヨハンナ・ソー

ルさんが、４月15 日 ・16日に松戸市を訪れました。

ヨハンナさんが松戸市を訪れるのは今回で３回目。 15

日には保育園や教育関係者との懇談会に出席し、熱心に

意見を交換しました。

16日には、おはなしキャラバンの公演を見学。子ども

の教育のため、インド ネシアにもおはなしキャラバン活

動を取り入れたいというヨ ハンナさんは、「子どもとの

一体感がすばらしい」と見学後の感想を話していました。

第７８０号

公
演
後
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
人
形

に
見
入
る
ヨ
ハ
ン
ナ

さ
ん

子
ど
も
た
ち
の
前
で
歌
を
披
露
す
る

ヨ
ハ
ン
ナ

さ
ん
一
行

（
明
市
民
セ
ン

タ
ー
で
）
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